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▲『小学生でもできる救急法』（12 月 12 日）
妻北小・諏訪子ども会が市指定公開として、12月の定例会を公開しました。
その中で、子どもたちが地域の防災士から教わってマスターした救急法
を披露。毛布や三角巾を使って、手際良く行いました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃

い
で
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
本
市
に
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
平
成
17
年
の
台

風
14
号
に
よ
る
災
害
か
ら
10
年
、

平
成
22
年
の
口
蹄
疫
の
終
息
か
ら

５
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。
幸
い
に
し
て
本
市
で
は
、

昨
年
１
年
を
通
し
、
大
き
な
災
害

は
無
か
っ
た
も
の
の
、
今
後
も
こ

れ
ら
の
災
害
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
ま
た
災
害
か
ら
得
た
教
訓
を

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

責
任
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
緩
や

か
な
回
復
基
調
に
も
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
で
は
依
然

と
し
て
低
迷
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
職
員

と
一
丸
と
な
っ
て
行
財
政
改
革
を

進
め
な
が
ら
財
政
再
建
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

「
元
気
な
日
本
の
ふ
る
さ
と
『
西

都
』」
を
目
標
像
に
掲
げ
、
そ
の

基
本
戦
略
と
し
て
教
育
・
医
療
・

雇
用
そ
し
て
安
心
安
全
に
取
り
組

み
、さ
ら
に
活
性
化
戦
略
と
し
て
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜

産
業
の
振
興
を
図
り
、
本
市
の
資

源
（
ち
か
ら
）
で
あ
る
『
食
』
と

観
光
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
と
連
携
し
、

「
西
都
創
生
」
に
向
け
積
極
果
敢

に
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
昨
年
末
、

安
倍
政
権
の
最
重
要
政
策
の
一
つ

で
あ
る
「
地
方
創
生
」
の
実
現
を

目
的
と
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、「
西

都
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま
え

『
さ
い
と
未
来
創
生
総
合
戦
略
』

を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
本
年
３

月
に
は
、
本
市
の
方
向
性
を
示
す

「
第
四
次
西
都
市
総
合
計
画
」
の

後
期
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
計
画
な
ど

に
沿
っ
て
き
め
細
か
な
施
策
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
今
後
も
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効

に
向
け
た
対
策
」「
救
急
医
療
の

充
実
」「
西
都
原
古
墳
群
の
世
界

文
化
遺
産
登
録
」「
銀
鏡
神
楽
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
」

「
県
立
高
校
活
性
化
」「
新
庁
舎
建

設
」「
防
災
を
は
じ
め
と
す
る
安

心
安
全
対
策
」
な
ど
、
本
市
が
抱

え
る
諸
課
題
に
市
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
本
市
が
目
指
す
『
食
創
生

都
市
』
の
実
現
に
向
け
た
「
食
の

拠
点
」
施
設
整
備
に
関
し
ま
し
て

は
、
昨
年
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
を

頂
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
か
ら

１
年
間
を
目
途
に
「
食
の
拠
点
」

施
設
整
備
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ

ま
へ
の
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た

す
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
西
都
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
団
体
と
の
協
議
を

行
い
、
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

　
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
今
年
が
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
希
望

に
満
ち
た
実
り
多
き
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年　

元
旦　

　
　
　
　

西
都
市
長　

橋
田
和
実
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

迎春迎春2016 年2016 年
【史跡・文化財】
■平成 26 年に実施した尾八重神
　楽・台湾公演の様子を市歴史民
　俗資料館で紹介
■西都原 265 号墳で祭

さ い し
祀用とみ

　られる『造り出し』が見つかる
■西都原 101 号墳が方墳と判明
　（西都原古墳群で２例目）
【施設】
■生きがい交流広場が完成
■稚児ヶ池公園が完成
【表彰】
■観光協会の『ニニギくん＆コノ
　ハナちゃん』ＰＲ動画が県主催
　動画コンテストで優秀賞を受賞
■観光協会の作成した観光ポス
　ターが『伝統まつりポスターコ
　ンクール』で優秀賞を受賞
■下水流臼太鼓保存会が『伝統文
　化ポーラ賞』を受賞
【学生の活躍】
■全国中学生空手道選抜大会（3
　月）で南瑠

りゅうが
海君（当時妻中 2 年）

　が３位入賞
■全日本アンダージュニアボクシ
　ング大会（3 月）で兒玉麗司君
　（当時穂北中３年）が優勝
■全日本合唱コンクール全国大会
　で妻高女声合唱部が銀賞
【協定】
■宮崎銀行と包括的連携協定締結
■県 LP ガス協会西都支部と災害
　時の連携協定締結
【その他】
■グリーン・ツーリズムで台湾の
　学生受け入れが拡大
　（9 校約 300 人）
■清水台パークゴルフ場の利用者
　が 20 万人を突破
■ふるさと納税の返礼品が一新＆
　納税額が増加
■三財・穂北地区でもコミュニ
　ティバスの運行開始

3 月：日向国府跡で、役所の
役割を果たした『官衙（かん
が）』の柱穴が見つかる

2 月：市民会館で本市出身の
歌手・GILLE さんが初の凱旋
コンサート

9 月：ミラノ万博で宮崎県の
出展に伴い『銀鏡神楽』が海
外で初公演

4 月：図書館が『子どもの読
書活動優秀実践図書館』に選
ばれ文部科学大臣表彰を受賞

5 月：『桜川を憩いの場にする
会』が県都市緑化功労者表彰
を受賞

6 月：高校総体県予選で妻高
弓道部が 7 年ぶりの男女ア
ベック優勝

７月：新火葬場 西都児湯斎場
『再生の杜』が西都児湯クリー
ンセンター内に完成

9 月：伊東マンショの肖像画
を所有するミラノのトリブル
ツィオ財団を訪問

4 月：西都児湯医療センター
の新理事長に長田直人さん就
任。9 月：常勤医４人体制に

10 月：宮崎交通のバスでヤ
マト運輸の宅急便を運ぶ『客
貨混載バス』の運行が開始



　

11
月
28
日
か
ら
29
日
に
か
け

て
、
第
55
回
宮
崎
県
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

毎
年
各
市
町
村
の
持
ち
回
り
で

実
施
し
て
い
る
本
大
会
。
今
年
は

12
年
ぶ
り
に
本
市
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
約
３
５
０
人
の
推

進
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
市
民
会
館
で
開
会
行
事

に
続
き
、
平
成
27
年
度
宮
崎
県
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
賞
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
は
濵
砂

衞
さ
ん
と
佐
藤
順
子
さ
ん
が
同
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
は
『
一
期
一
会
〜

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
出
会
い
と

絆
〜
』
と
題
し
た
基
調
講
演
や

『
１
１
３
０
体
操
』
の
講
習
な
ど

が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
講
習
と
、

西
都
原
の
観
光
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

分
か
れ
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加

者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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妻南地区都於郡地区

妻北地区

穂北地区三納地区

三財地区東米良地区

西
都
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
の
推
進
委
員
は
、
市

長
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
職
員
と
し
て
、
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

佐藤順子さん中村美智子さん谷　正  さん原田菊男さん

米良寿子さん米良俊彦さん米良邦夫さん中野良雄さん

奥野敏子さん長友博文さん佐藤廣正さん濵砂　衞さん

三浦伊津子さん河野大作さん矢野純一さん藤堂和夫さん佐伯　誠さん関屋福好さん

12 年目８年目２年目１年目

24 年目１年目16 年目16 年目

４年目３年目38 年目12 年目

14 年目４年目１年目６年目４年目１年目

ミニテニス
杉　安

ソフトボール
椿　原

陸上競技
札の元

バレーボール
宮　田

ソフトバレー
小　野

ソフトバレー
亀　塚

ゲートボール
八　重

ミニバレー
上　揚

陸上競技
童子丸

ミニバレー
中　妻

ソフトバレー
大口川

ゴルフ
調　殿

バレーボール
矢生町

陸上競技
中央町

陸上競技
今　井

ソフトバレー
山　田

陸上競技
長　園

野　球
鹿野田

※上から順に「氏名」「推進委員の経験年数」「得意競技」「出身集落」
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回

　
　宮
崎
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　研
究
大
会
開
催

55

　昨年度からはニュースポーツの
普及・促進として、各地域ごとに
カローリング教室を開催。

　恒例となった市民アジャタ大会やさわやかスポーツ大会では、
地区予選から当日の運営まで幅広く活躍しています。

　県民総合スポーツ祭や各種駅伝大会、
ロードレース大会、このはなマラソン
大会に競技役員として携わっています。

　開会行事で行われた1130体操
の説明の様子

　ニュースポーツ講習でのパーク
ゴルフの様子

協
議
会
副
会
長

協
議
会
副
会
長

協
議
会
会
長

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　

  

主
な取
り
組
み

取
り
組
み



　

本
市
の
平
成
27
年
11
月
末
現
在

の
国
保
加
入
者
数
は
５
９
９
３
世

帯
、
１
万
９
２
９
人
。
市
全
体
の

約
35
％
の
方
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
保
険
税
は
、
国
保
財
源
の
約
５

分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。　

　

保
険
税
総
額
は
、
国
保
加
入
者

の
医
療
費
な
ど
必
要
な
経
費
を
見

込
み
、
そ
の
額
か
ら
国
・
県
な
ど

か
ら
入
る
支
出
金
、
社
会
保
険
な

ど
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
差
し
引

い
た
額
に
な
り
ま
す
。

　

経
費
の
最
大
の
も
の
が
医
療
費

で
す
の
で
、
国
保
加
入
者
の
保
険

税
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

特
定
健
診
や
各
種
健
診
な
ど
を
受

診
し
て
体
調
管
理
に
努
め
た
り
、

病
気
が
重
症
化
す
る
前
に
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ま
た
、
税
負
担
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
は
、
保
険
税
の
滞
納
を

な
く
し
た
り
、
正
し
く
税
の
申
告

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

保
険
税
の
滞
納
額
は
全
国
的
に

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

に
お
け
る
保
険
税
の
現
年
課
税
分

の
収
納
率
は
平
成
26
年
度
に
は
、

96
・
81
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
は
年
々
上

昇
し
、
41
・
64
％
と
な
り
ま
し
た

（
※
退
職
者
医
療
制
度
分
を
除
く
一
般
分
）。

　

平
成
26
年
度
の
県
内
９
市
の
収

納
状
況
を
見
る
と
、
本
市
の
収
納

率
は
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
保
会
計
の
中
に
あ
る
前

年
度
以
前
か
ら
の
未
収
金
額
（
滞

納
繰
越
額
）
も
近
年
、
大
き
く
低

下
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

納
税
義
務
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
成

果
で
す
。
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低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
税
の

負
担
軽
減
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
つ
い

て
は
、
均
等
割
お
よ
び
平
等
割
が

２
割
・
５
割
・
７
割
の
い
ず
れ
か

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
世
帯
内
に
税
の
申
告

を
し
て
い
な
い
方
が
い
る
と
、
こ

の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
毎
年
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
盗
難
、
病
気
な
ど
の
特

別
な
事
情
で
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
４
日
曜
日
９
時
〜
16
時

に
休
日
納
税
お
よ
び
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
日
都
合
の
付
か
な

い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
納
付
の
方
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
お

勧
め
し
ま
す
。
手
続
き
は
取
引
の

あ
る
金
融
機
関
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
指
定
口
座
の
残
高
に

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

収
納
を
開
始
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

郵
便
局
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
付
期
限
内
に
保
険
税
を
納
付

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
督
促
状
を

送
付
し
ま
す
。
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
督
促
状
発
送
後
10
日
を

経
過
す
る
と
滞
納
処
分
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
督
促
状
を
受
け
取
ら

れ
た
場
合
は
、
早
め
の
納
税
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
督
促
状

を
発
送
す
る
と
と
も
に
、
訪
問
や

電
話
、
文
書
な
ど
で
催
告
を
行
い

ま
す
。
再
三
の
催
告
に
応
じ
ず
、

自
主
的
に
納
税
さ
れ
な
い
方
に

は
、
や
む
を
得
ず
滞
納
処
分
を
行

い
ま
す
。
滞
納
処
分
さ
れ
る
財
産

は
、
預
貯
金
や
給
与
、
生
命
保
険
、

自
動
車
、
不
動
産
な
ど
で
す
。

　

ま
た
本
年
度
は
、
住
居
・
店
舗

な
ど
の
捜
索
を
強
化
し
、
12
月
初

旬
段
階
で
、
す
で
に
10
件
実
施
し

て
い
ま
す
。
捜
索
は
職
員
が
強
制

的
に
捜
索
場
所
に
立
ち
入
り
、
家

財
道
具
や
自
動
車
、
現
金
、
そ
の

他
の
財
産
価
値
の
あ
る
も
の
を
差

し
押
さ
え
、
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。

　

滞
納
処
分
と
な
っ
た
物
品
な
ど

は
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
っ
て
換
価
し
、
滞
納
税
に
充

当
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

city.saito.m
iyazaki.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

納
付
期
限
内
に
保
険
税
が
完
納

さ
れ
な
い
場
合
、
有
効
期
限
の
短

い
『
短
期
保
険
証
』
や
、
医
療
費

が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な

る
『
被
保
険
者
資
格
証
明
書
』
を

交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
全
額
納
付
し
な
け

れ
ば
通
常
の
保
険
証
に
は
戻
り
ま

せ
ん
。
納
付
期
限
内
に
必
ず
納
付

し
ま
し
ょ
う
。
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方
に
対
し
て
は

▼国保財源の内訳

社会保険
などからの
交付金
  22.4％

社会保険
などからの
交付金
  20.1％

国・県・市
からの支出金
  38.4％

国・県・市
からの支出金
  38.4％

その他
  20.6％
その他
  20.6％

保険税
  20.9％
保険税
  20.9％
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延
岡
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串
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小
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宮
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▼県内９市の収納率の状況（平成 26 年度速報値）
（％）

96.81

93.99 93.80
93.15 92.92

92.13

90.73 90.55
89.50

○差押え
年度
区分
不動産
債権
動産など
計

件数 金額 件数
26年度

金額件数
24年度

金額

(単位：件、千円 )

○公売および充当処分
年度
区分
預貯金
給与
その他
計

件数 金額 件数
26年度

金額件数
24年度

金額

(単位：件、千円 )

▼滞納処分の状況

○インターネット公売 ( 単位：人、件、円 )

25 年度

25年度

年度
出品数

25年度

最低見積額計

入札参加
申込

落札

公売代金納付額
滞納処分費など
税充当額

件
人

数
金額計

26年度24年度

※数値は保険税滞納処分と市税滞納処分を併せたもの

1
367
25
393

35
27,700
7,808
35,543

288
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18,413

3
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6
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34
402
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306
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36.5336.53

41.6441.64

26.4526.45

20.2620.26

20.3320.33

18.4518.45
15.8315.83

9.199.19
8.298.29

8.028.02
5.905.90

40.9440.94

▼国民健康保険税の収納状況の推移
【滞納繰越分】 【現年度課税分】

☎ご相談や

　お問い合わせは…

◆課税、給付に関すること ◆納税に関すること

健康管理課 国保係
　43-0378（直通）

税務課 国保税収納係
　32-1002（直通）

忘れていませんか？ ～期限内の納付をお願いします～

国 民 健 康 保 険 税

大切な財源 です
　保険税の滞納が増えると、国民健康

保険の運営が厳しくなり、十分に医療

費を負担することができなくなります。

国民健康保険税は、皆さんの医療費を支える
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製
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０
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８
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こ
の
ほ
ど
、
募
集
し
て
お
り
ま

し
た
『
日
向
国
府
跡
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
』
の
愛
称
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
３
９
８
件
の
中
か
ら

決
定
し
た
愛
称
は
、
山
口
県
の
中

野
賢
一
さ
ん
が
考
え
た
『
さ
る
く

ど
ん
』。

　

宮
崎
の
方
言
「
さ
る
く
」
を
散

歩
と
考
え
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一

緒
に
日
向
国
府
跡
や
日
向
国
分
寺

跡
な
ど
を
周
遊
・
散
策
す
る
イ

メ
ー
ジ
。
ま
た
「
ど
ん
」
と
い
う

敬
称
も
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た

国
司
（
上
級
官
僚
）
と
い
う
設
定

に
ぴ
っ
た
り
と
の
こ
と
。

　

今
後
、
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
や
案
内
役

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
18
日
、県
が
主
催
す
る『
平

成
27
年
度
宮
崎
県
郷
土
先
覚
者
講

演
会
』
が
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
の
歴
史
に
大
き
な
功
績
を

残
し
た
宮
崎
県
の
偉
人
を
紹
介
す

る
本
講
演
会
。
今
回
は
「
世
界
地

図
に
日
本
を
描
か
せ
た
少
年
た
ち

〜
天
正
遣
欧
使
節
の
リ
ー
ダ
ー
・

伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
生
涯
〜
」
と
題

し
て
、
元
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

研
究
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
大
石

一
久
先
生
が
講
演
し
ま
し
た
。
大

石
先
生
は
年
表
や
図
を
示
し
な
が

ら
、
戦
国
時
代
に
命
を
か
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
り
、
苦
難
を
乗

り
越
え
て
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
謁え
っ
け
ん見

を
果
た
し
た
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
功

績
を
説
明
。
会
場
に
集
ま
っ
た
市

内
の
中
学
生
約
９
０
０
人
は
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
市
出
身
の
歌
手
Ｇ

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
さ
ん
が
登
場
し
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
市
教
育
委
員
会
の
依
頼
を

受
け
て
制
作
し
た
楽
曲『
き
っ
と
』

を
初
め
て
披
露
。

〈
今
空
を
飛
べ　

こ
の
風
に
乗
っ

て
／
君
だ
か
ら
で
き
る　

大
事
な

こ
と
／
灰
色
の
雲
も　

悲
し
い
く

ら
い
の
雨
も
／
き
っ
と
き
っ
と　

空
を
見
上
げ
て
／
明
日
は
晴
れ
る

か
ら
〉

　

会
場
の
中
学
生
全
員
の
歌
声
と

合
わ
せ
な
が
ら
、
思
い
を
込
め
て

歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

新
た
な
地
元
の
特
産
品
の
開
発

と
今
後
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ

る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
を
目

的
に
、
三
財
地
区
の
農
家
４
軒
が

『
西
都
黒
糖
生
産
グ
ル
ー
プ
』
を

結
成
し
、
本
格
的
な
黒
糖
製
造
に

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
代
表
は
川
野
優
さ

ん
（
71
）。
当
初
は
三
財
地
区
で

農
業
を
営
む
同
窓
生
３
人
を
中
心

に
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
に
着
手
し
、

現
在
で
は
も
う
１
軒
加
わ
り
、
４

組
の
夫
婦
８
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
日
南
市
の
風
田
製
糖

組
合
に
協
力
い
た
だ
き
、
自
家

栽
培
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
持
ち

込
み
「『
さ
と
ね
り
』
と
い
う
伝

統
的
な
製
法
で
黒
砂
糖
を
製
造
し
、

１
５
０
個
程
の
商
品
を
完
売
し
ま

し
た
。

　

11
月
29
日
に
は
、
神
事
の
後
今

年
初
め
て
の
製
造
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
市
６
次
産
業

化
推
進
事
業
を
活
用
し
て
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
「
搾
汁
機
」
と
、
搾
り
汁

を
煮
詰
め
る
た
め
の
「
大
釜
」
を

整
備
し
、『
純
西
都
産
黒
糖
』
を

製
造
。

　

商
品
名
を
『
こ
く
と
う
』
と
し
、

４
組
８
人
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で

撮
っ
た
写
真
（
左
下
）
を
載
せ
た

デ
ザ
イ
ン
の
箱
や
瓶
で
販
売
し
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
川
野
さ
ん
（
℡

０
９
０-

５
４
８
９-

６
１
８
８
）

ま
で
。

　

人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
12
月
10
日
を
最

終
日
と
す
る
一
週
間
を
『
人
権
週

間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
人
権
週
間
の
初
日
で
あ

る
12
月
４
日
、
市
役
所
で
市
内
小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
『
人
権
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
』
の
最
優
秀
賞

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
三
納
小
学
校
６
年
稗

嶋
仁
菜
さ
ん
と
妻
中
学
校
３
年
田

中
杏
佳
さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賞

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
の
後
、
宮
崎
地
方
法
務

局
よ
り
受
賞
者
の
２
人
と
西
都
菜

の
花
レ
デ
ィ
ー
が
１
日
人
権
擁

護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
、

市
内
ス
ー

パ
ー
２
店

舗
で
街
頭

啓
発
活
動

を
実
施
し

ま
し
た
。

　

県
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど

妻
高
校
と
西
都
商
業
高
校
を
統
合

し
、
２
０
１
８
年
度
に
新
高
校
を

開
校
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。　

　

こ
れ
は
市
長
や
両
校
Ｏ
Ｂ
ら
で

作
る
『
西
都
市
県
立
高
等
学
校
活

性
化
研
究
協
議
会
』
か
ら
の
要
望

を
受
け
て
決
定
し
た
も
の
。

　

新
高
校
の
学
校
名
や
募
集
定
員

は
平
成
29
年
７
月
に
発
表
さ
れ
ま

す
が
、
両
校
合
わ
せ
て
８
０
０
人

規
模
の
学
校
に
な
る
予
定
。

　

統
合
に
関
す
る
主
な
内
容
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
。

■
施
設
は
現
在
の
妻
高
を
使
用
す

　

る
■
１
学
年
の
ク
ラ
ス
数
は
妻
高
の

　

４
ク
ラ
ス
と
西
都
商
業
高
の
３

　

ク
ラ
ス
を
合
わ
せ
た
７
ク
ラ
ス

　

を
想
定

■
学
科
は
妻
高
の
『
普
通
科
』『
福

　

祉
科
』、
西
都
商
業
高
の
『
商

　

業
科
』『
経
営
情
報
科
』
を
基

　

本
と
す
る
が
「
魅
力
あ
る
学
校

　

と
す
る
た
め
」
新
学
科
ま
た
は

　

新
コ
ー
ス
開
設
も
検
討
予
定

　

市
内
に
は
現
在
、
約
78
・
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
耕
作
放
棄
地
が
あ
り
、

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
鳥
獣
害

な
ど
の
問
題
か
ら
、
そ
の
解
消
が

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
防
止
の
取
り
組
み
と

し
て
『
耕
起
の
日
』
を
設
け
、
毎

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
復
元
整
備
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
11
日
、
委
員
ら
約
20
人
が

参
加
し
、
穂
北
地
区
の
耕
作
放
棄

地
約
62
ア
ー
ル
で
雑
草
の
刈
り
取

り
作
業
を
実
施
。
作
業
後
は
耕
作

放
棄
地
解
消
を
呼
び
掛
け
る
看
板

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
草
刈
り
を
行
っ
た
農
地
は
、

今
後
、
近
隣
農
家
に
貸
し
出
さ
れ

ま
し
た
。　

郷
土
先
覚
者
講
演
会
で
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
生
涯
を
学
ぶ

教育政策課　43-3106

日
向
国
府
跡
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
決
定

社会教育課　文化財係　43-0846

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞
受
賞
者
を
表
彰

市民協働推進課　43-1204
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発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
橋
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
丈
夫
さ
を
実
感

『土木の日』の行事開催

11 月 26 日、妻南小学校で土木の日（11
月 18 日）にちなんだ行事が行われました。
これは県西都土木事務所などが毎年開催
しているもの。市内の土木関係者らが出
前講座やふれあい体験などで土木の役割
や仕組みを説明すると、子どもたちは興
味深く話を聞いていました。また、関係
者によりグラウンド整備や遊具塗装など
の奉仕作業も実施されました。

三
納
の
文
化
や
芸
術
を
発
表
す
る

　
　
　
　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

みのう元気 未来フェスタ 

12 月 6 日、三納小中学校などで『みのう
元気 未来フェスタ』が行われました。こ
れは住民が日中に参加できるイベントを
作ろうと昨年から開催されたもの。体育
館では園児のダンスや吉田盆踊りなどの
ステージ発表、住民の作品展示がありま
した。また健康福祉祭や JA 西都三納青年
部による収穫祭なども行われ、住民たち
はイベントを通して交流を深めました。

九
州
有
数
の
強
豪
校
と

　
　
　
　
　
市
内
の
２
高
校
が
対
戦

第 3 回西都市
　　　　　高等学校野球交流大会
11 月 29 日、西都原運動公園野球場で『市
高校野球交流大会』が行われました。こ
れは妻高校、西都商業高校の両野球部の
競技力向上などを目的に開催されている
もので、今回は九州学院高校（熊本県）
を招待。普段対戦する機会のない県外強
豪校と両校がそれぞれ交流試合を行い、
選手たちは今後の糧となる貴重な体験を
しました。

来
春
の
満
開
を
願
い

　
　
　
　
　
菜
の
花
植
え
付
け
作
業

菜の花植え付け作業

12 月 12 日、西都原イベント広場周辺の
畑で、菜の花の植え付け作業が行われま
した。約 600 人がボランティアとして作
業に参加。今年は前々日に降った大雨の
影響で畑の土が硬くなり、参加者は悪戦
苦闘しながらの作業となりました。作業
終了後は、地域婦人連絡協議会によるあ
たたかい豚汁が振る舞われ、参加者は冷
えた体を温めていました。

カンショ収穫で食育学習
11 月 16 日、西都原で市内の園児たちがカンショの収穫
体験を行いました。これは食育活動の一環として JA 西都
と JA 西都中央地区青年部の主催で 2004 年から開催され
ているもの。市内の園児や保護者、関係者など約 250 人
が参加し、大きく育ったカンショを収穫しました。参加
した子どもたちは、体中どろんこになりながら両手いっ
ぱいにカンショを抱え大喜びでした。

スポーツ少年団交流大会運動会
11 月 22 日、西都原運動公園陸上競技場で『市スポーツ
少年団交流大会運動会』が開催されました。これはスポー
ツ少年団員相互の交流を図ることなどを目的として毎年
開催されているもの。この日は 22 単位団 421 人の団員
が参加しました。親子で参加するむかで競争、単位団対
抗のリレーなどで汗を流しながら、親子同士や他競技の
団員同士が交流を深めました。

中山棒踊
11 月 22 日、都於郡中山地区の中山神社で『中山棒踊』
が奉納されました。『中山棒踊』は牛馬安全と五穀豊穣を
祈願し奉納されるもので、市指定無形民俗文化財。地区
内外から集まった多くの人が見守る中、同地区保存会に
よる長短の棒（六尺棒と三尺棒）などを使った勇壮な踊
りが披露されました。また山田保育所の園児や山田分校
の児童などによる棒踊り、せんぐまきも行われました。

税務課職員による租税教室
12 月 9 日、茶臼原小学校で『租税教室』が行われました。

『租税教室』は税についての理解を深めてもらおうと市の
税務課が毎年実施しているもの。同課の職員が同小の６
年生に、DVD や手作りの資料を使って説明し、児童たち
は税の仕組みなどについて学びました。最後に、職員が
１億円分の紙幣（見本）を披露。実物と同じ重さの札束
を手に持った児童たちは、その重さに驚いていました。

ま
ち
の
話
題

ち の話題ま ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

しめ縄・ミニ門松づくり教室
12 月 5 日、生きがい交流広場で『しめ縄・ミニ門松づく
り教室』がありました。これは、さいと匠の会が毎年開
催しているもの。当日は 13 人が参加し、匠の会メンバー
の指導を受けながら、自分で縄をなったり、竹を切った
りして、お正月に欠かせないアイテムをおよそ２時間か
けて手作りしました。匠の力を借りて見事な出来栄えに
仕上がり、参加者は笑顔で持ち帰りました。



　

穂
北
づ
く
り
協
議
会
も
６
年
目

を
迎
え
、
地
域
の
方
々
に
も
「
設

立
し
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
発
足
当

時
の
９
つ
の
部
会
は
、
よ
り
密
度

の
濃
い
活
動
に
と
、
今
年
度
か
ら

４
つ
の
部
会
編
成
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
会
で
は
、
子
ど

も
達
が
将
来
の
穂
北
を
背
負
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、逞
し
く
・

素
直
な
・
人
の
心
の
痛
み
が
わ
か

る
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
が
「
も
の
づ

く
り
体
験
活
動
」
で
す
。
幼
児
に

は
簡
単
な
遊
具
、
小
学
校
低
学
年

に
は
エ
イ
凧
、
高
学
年
に
は
六
角

凧
、
ま
た
、
中
学
生
に
は
し
め
縄

を
製
作
し
て
も
ら
い
ま
す
。

 

製
作
過
程
に
お
い
て
は
、
子
ど

も
10
人
編
成
の
班
に
指
導
者
（
協

議
会
・
区
長
会
・
公
民
館
・
民
生

委
員
・
地
域
の
方
々
な
ど
）
と
保

護
者
を
交
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
先
輩
後
輩
を
知
り
、
助
け
合

い
の
心
を
学
び
、「
お
じ
ち
ゃ
ん
」

達
の
技
を
学
び
体
験
す
る
こ
と
で

三
世
代
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
製
作
し
た
し
め
縄
は
、
80

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
へ
中

学
生
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
食
の
「
骨
っ
子
カ

レ
ー
」
の
調
理
に
つ
い
て
も
、
い

き
い
き
健
康
部
会
を
中
心
に
保
護

者
な
ど
を
交
え
、
食
育
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
総
ぐ
る
み
７
０
０
名
程
参

加
の
当
事
業
は
、
地
域
の
方
々
に

も
素
晴
ら
し
い
企
画
だ
と
喜
ば
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人人今月の今月の

有
害
鳥
獣
の
住
処
に
な
る
な
ど

困
っ
た
存
在
に
。「
こ
れ
を
資
源

と
し
て
生
か
せ
ば
仕
事
も
生
ま
れ
、

山
の
保
全
に
も
繋
が
る
」
と
同
グ

ル
ー
プ
は
放
置
竹
林
の
活
用
に
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

間
伐
し
た
竹
を
細
か
く
砕
き
、

粉
末
状
に
し
た
『
竹
パ
ウ
ダ
ー
』

は
、
市
内
外
の
農
家
が
土
壌
改
良

剤
な
ど
に
活
用
。
さ
ら
に
整
備
し

た
竹
林
で
は
タ
ケ
ノ
コ
が
再
び
収

穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
笹
の
チ
ッ
プ
を
発
酵

さ
せ
た
『
笹
サ
イ
レ
ー
ジ
』
を
牛

の
飼
料
に
す
る
実
証
実
験
に
挑
戦

中
。
昨
年
は
関
係
者
を
集
め
、
試

食
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
今
の
取
り
組
み
が
安
定
し
た

仕
事
に
な
れ
ば
西
都
児
湯
内
か
ら

通
え
る
雇
用
を
創
れ
る
は
ず
。
同

時
に
林
道
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
の
で
き
る
若
い
人
材
を
育
成

し
て
い
き
た
い
」
と
濵
砂
さ
ん
。

　

地
域
活
性
化
の
た
め
、
地
域
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
メ
ン

バ
ー
た
ち
。「
山
間
部
で
働
く
若

い
人
が
増
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
人

た
ち
が
地
域
に
定
住
す
れ
ば
、
地

域
も
活
性
化
す
る
か
ら
」
と
将
来

の
夢
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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年 9 月の『第 34 回小村寿太郎侯顕彰弁論大会』
で最優秀賞に選ばれ、翌月に国連大学（東京都）

で行われた『第 62 回国際理解・国際協力のための高
校生の主張コンクール』に県代表として出場した宮路
さん。最優秀賞は惜しくも逃したものの、『日本ユネ
スコ国内委員会会長賞』を受賞し、見事入賞を果たし
ました。

「伝わることが一番大切なので、聞いている人の目を
見ながら話せるように練習しました」と宮路さん。指
導に当たった担任の小川弓代先生（写真左）は、「原
稿を見直したり、他の先生の前でもスピーチをするな
ど、練習は毎日頑張っていましたよ。本番は今までの
練習の中で最高の出来でした」と話します。宮路さん
はもともと人前で話すのは苦手だったそう。「最初は
自分にできるとは思っていなかったけど、チャレンジ
してみることが大切だと思いました。自分にもできる
という自信が持てました」と喜びを語ってくれました。

昨

　ぼくは、夏休みにお父さんと弟といっしょに、
カブトムシを取りに林へ行きました。
　林に着いて、さっそく３人でさがしました。弟
はあたりを見回して、ぼくは足で木をけって落ち
てくるかたしかめていきました。
 「カブトムシがいたぞ。こっちに来い。」と、お
父さんが林のおくからぼくたちをよびました。ぼ
くたちはうれしくて、お父さんのところへ走って
行きました。すると、木の高いところに、１ぴき
のカブトムシがとまっていました。
　お父さんが木のぼうで下に落としてくれたの
で、ぼくは急いで、ひっくり返ったカブトムシを
つかまえました。カブトムシは、足をバタバタ動
かしていました。弟に見せると、「かっこいいね。
やったね。」とうれしそうにわらいました。
　家に帰って、虫かごに入れました。カブトムシ
がねむりやすいように、木くずも入れました。は
じめじっとしていたカブトムシも、夜になると走
り回っていました。
　ぼくは、カブトムシを大事に育てたいと思います。

題名
  『大切に育てたい
　　　　 カブトムシ』
都於郡小学校　３年　

　　大
お お た

田 成
なるとし

駿 くん  

おしかわ はる くん
穂北保育園・6 歳

作品
 「Follow me ！」

妻高等学校　２年　宮
み や じ

路 玲
れ い か

加  さん（右）

み
ん
な
の
広
場

放置された竹林を資源として活用！「雇用創出」で
　　　「地域活性化」を目指す東米良の地域おこしグループ。

　
『
狩
蔵
て
ご
り
』
の
名
称
は
東

米
良
の
古
い
言
葉
か
ら
。
狩か
ぐ
ら蔵

は

『
食
料
な
ど
生
活
の
糧
を
恵
む
山
』、

て
ご
り
は
『
田
植
え
な
ど
農
作
業

の
貸
し
借
り
』
を
意
味
し
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
定
年
退
職
な
ど

し
た
東
米
良
出
身
者
が
平
成
23
年

に
結
成
。「
地
域
で
昔
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
・
地
域

の
絆
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

何
と
か
し
な
い
と
」
と
い
う
思
い

か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
地

域
に
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
」
と
考

え
た
同
グ
ル
ー
プ
代
表
の
濵
砂
宏

昭
さ
ん
は
、
山
間
部
の
放
置
竹
林

に
着
目
し
ま
し
た
。

　

人
の
手
が
入
ら
ず
荒
れ
た
竹
林

は
周
囲
の
植
林
を
浸
食
す
る
ほ
か
、

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報・表紙の題字（さいと）を
募集しています。市総務課広報係まで　℡ 0983-43-1111　メール：koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

平成 23 年結成

狩蔵てごり
か ぐ ら　    

の皆さん

 
楠
くすもと

本　梨
り の

乃ちゃん
（平成27年５月26日生）

いつも元気いっぱい！
　　　　心の優しい女の子に育ってね。

( 三宅：郭樹さん・裕子さんの長女 )

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

穂北づくり協議会
子ども未来部会 部会長

鈴木 紀彦 さん

先月号「小さな美術館」にて、保育園名に誤りがあり
ました。深くお詫び申し上げ、再掲載いたします。



■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

■
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

※
年
末
年
始
は
１
月
４
日（
月
曜
）

　

ま
で
休
館

工
芸
作
家
展

■
期
間
＝
１
月
５
日
（
火
曜
）
〜

　

10
日
（
日
曜
）

○
出
展
者
＝
大
前
利
紘
、芝
幸
男
、

　

福
島
悦
子

ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ス

○
出
展
者
＝
藤
本
京
子（
高
鍋
町
）

■
期
間
＝
１
月
12
日
（
火
曜
）
〜

　

17
日
（
日
曜
）

後
藤
静
雄　
回
顧
展

■
期
間
＝
１
月
19
日
（
火
曜
）
〜

　

24
日
（
日
曜
）

書
初
め
展
・
書
道
協
会
会
員
展

■
期
間
＝
１
月
26
日
（
火
曜
）
〜

　

31
日
（
日
曜
）

美
術
協
会　
小
品
展

■
期
間
＝
２
月
２
日
（
火
曜
）
〜

　

７
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

■
日
時
＝
１
月
９
日
（
土
曜
）
10

　

時
〜
12
時

■
会
場
＝
あ
い
そ
め
広
場

■
内
容
＝
パ
レ
ー
ド
、
園
児
に
よ

　

る
演
奏
、
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞

　

い
、
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
の
展

　

示
と
搭
乗
体
験
な
ど

※
雨
天
時
は
、
パ
レ
ー
ド
は
中
止

　

し
ま
す
が
、
行
事
は
ア
ー
ケ
ー

　

ド
内
で
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
５
８
９

■
日
時
＝
１
月
10
日(

日
曜)

８

　

時
〜
、
放
水
予
定
：
10
時

※
朝
６
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

■
会
場
＝
山
角
橋
下
河
川
敷
公
園

※
雨
天
時
は
市
民
会
館
で
表
彰
式

　

を
実
施

■
内
容
＝
消
防
団
車
両
52
台
に
よ

　

る
カ
ラ
ー
放
水
、
市
消
防
団
女

　

性
部
に
よ
る
「
わ
れ
ら
が
ヒ
ー

　

ロ
ー
消
防
団
！
応
援
歌
」
の
披

　

露
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部

　

℡
０
９
８
３-

43-

２
４
６
６

　

県
内
外
か
ら
40
〜
60
代
の
選
手

が
集
ま
り
、
８
人
制
サ
ッ
カ
ー
の

コ
ー
ト
で
試
合
を
行
い
ま
す
。

■
期
日
＝
１
月
16
日
（
土
曜
）・

　

17
日
（
日
曜
）

■
会
場
＝
清
水
台
総
合
運
動
公
園

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-
43-

３
４
７
８

　

４
年
目
と
な
る
自
転
車
レ
ー
ス

イ
ベ
ン
ト
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
西
都
原
古
墳
群
を
交
通
規
制

し
、
自
転
車
の
４
時
間
耐
久
レ
ー

ス
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
＝
１
月
17
日
（
日
曜
）

　

ス
タ
ー
ト
：
８
時
30
分
、
ゴ
ー

　

ル
：
13
時
、
レ
ー
ス
終
了
後
は

　

キ
ッ
ズ
レ
ー
ス
を
開
催

※
交
通
規
制
は
８
時
〜
14
時

■
会
場
＝
西
都
原
古
墳
群
内
周
回

　

コ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

　

輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
み
や
ざ
き

　

℡
０
９
８
３-

44-

４
２
８
９

■
日
時
＝
２
月
６
日
（
土
曜
）、

　

７
日
（
日
曜
）

■
会
場
＝
文
化
ホ
ー
ル

■
入
場
料
＝
無
料

■
上
映
時
間
・
上
映
作
品
＝

○
２
月
６
日
（
土
曜
）

　

①
シ
ャ
ル 

ウ
ィ 

ダ
ン
ス
？

　
　

10
時
〜
12
時
16
分

　

②
野
生
の
証
明

　
　

13
時
〜
15
時
23
分

　

③
キ
ン
グ
コ
ン
グ

　
　

15
時
35
分
〜
17
時
15
分

○
２
月
７
日
（
日
曜
）

　

①
キ
ン
グ
コ
ン
グ

　
　

10
時
〜
11
時
40
分

　

②
野
生
の
証
明

　
　

12
時
30
分
〜
14
時
53
分

　

③
シ
ャ
ル 

ウ
ィ 

ダ
ン
ス
？　

　
　

15
時
〜
17
時
16
分

■
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

　

℡
０
９
８
３-

32-

６
３
０
０

■
日
時
＝
２
月
７
日
（
日
曜
）
10

　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
西
都
児
湯
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー 

プ
ラ
ザ
施
設

■
内
容
＝

○
再
生
品
の
販
売
「
ま
だ
ま
だ
使

　

え
る
よ
！
」
コ
ー
ナ
ー

　

修
繕
済
家
具
や
自
転
車
な
ど
の

　

展
示
。
抽
選
会
や
ゲ
ー
ム
に
よ

　

り
格
安
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

○
各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

小
学
生
に
よ
る
環
境
ポ
ス
タ
ー

　

の
展
示
、各
種
リ
サ
イ
ク
ル
品
・

　

西
都
は
に
わ
生
活
学
校
の
作
品

　

展
示
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹
介

○
ガ
ラ
ス
細
工
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
を
用
い
た
ガ

　

ラ
ス
細
工
、七
宝
焼
の
制
作（
当

　

日
受
付
、
材
料
費
が
必
要
）

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

出
店
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ミ
ニ
物
産
展

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
児
湯
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
７
６
１

　

年
賀
状
な
ど
の
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
や
、
未
使
用
切
手
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
地
雷
撤
去
支
援
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
ハ
ガ
キ
３
枚
で
、
１
㎡

の
地
雷
原
を
ク
リ
ー
ン
に
で
き
ま

す
。
本
取
り
組
み
は
、
平
和
教
育

の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
小
中
学

校
に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。地
雷
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
（
財
）
カ
ン
ボ

　

ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

事
務
局

　

〒
８
１
４-

０
０
０
２

　

福
岡
市
早
良
区
西
新

１–

７–

10–

７
０
２

　
℡
０
９
２–

８
３
３–

７
５
７
５

　

毎
年
２
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
て

い
る
『
尾
八
重
有
楽
椿
ま
つ
り
』

が
、今
年
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
会
場
に
向
か
う
林
道
が

陥
没
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
さ

ま
に
は
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ご
理
解
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
東
米
良
地
域
づ

　

く
り
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

49-

３
０
３
１

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に

よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

十
分
で
は
な
い
方（
本
人
と
い
う
）

の
権
利
を
守
る
援
助
者
（
成
年
後

見
人
な
ど
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本

人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で

す
。
成
年
後
見
人
は
、
家
庭
裁
判

所
が
最
も
適
任
だ
と
考
え
る
方
を

選
任
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
利
益

の
た
め
に
、
本
人
の
財
産
を
適
切

に
管
理
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま

す
。
成
年
後
見
人
が
本
人
の
親
族

で
あ
る
場
合
も
、「
あ
く
ま
で
も

他
人
の
財
産
を
預
か
っ
て
管
理
し

て
い
る
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

親
族
の
方
が
成
年
後
見
人
と
し

て
適
任
で
あ
る
も
の
の
、
本
人
に

一
定
額
以
上
の
財
産
が
あ
る
場
合

に
は
、
財
産
管
理
の
負
担
が
軽
く

な
る
「
後
見
制
度
支
援
信
託
」
の

利
用
を
検
討
す
る
の
が
一
般
的
で

す
。
詳
し
く
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://w

w
w.courts.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
家
庭
裁
判

　

所
総
務
課

　

℡
０
９
８
５-

23-

２
２
６
３

■
日
時
＝
５
月
８
日
（
日
曜
）

■
場
所
＝
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
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＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント

お知らせ

EV
EN
T 
＆
 N
EW
S

2016  January

＆
●
● 

イ
ベ
ン
ト 

●
●

IN
FO
RM
A
TIO
N

ンフォメーションイ
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
〜
１
月
の
催
し
〜

カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去

支
援
ご
協
力
の
お
願
い

再
生
の
森
「
環
境

　
　
フ
ェ
ス
タ
」
２
０
１
６

消
防
出
初
式

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
１
０
番
の
日

「
ぜ
ん
ざ
い
交
流
会
」

九
州
シ
ニ
ア 

エ
イ
ト

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

西
都
原
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ

　
　
　
　
　
　
４
時
間
耐
久

文
化
ホ
ー
ル
30
周
年
記
念

　
　
　
　
懐
か
し
の
映
画
祭

尾
八
重 

有
楽
椿
ま
つ
り

中
止
の
お
知
ら
せ

●
● 

募　
　
集 

●
●

第
15
回
宮
崎
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集



　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
１
月
24
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
相
談

■
日
時
＝
２
月
９
日
（
火
曜
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
今
年
度
最
後
に
な
り
ま
す
。

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

　

る
健
康
相
談
、
血
圧
・
体
重
・

　

体
脂
肪
測
定
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

交
通
事
故
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

13
時
〜

　

13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を

守
り
日
本
一
安
全
・
安
心
な
畜
産

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
＝
１
月
20
日
（
水
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
２
月
１
日
（
月
曜
）
９

　

時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
21
年
１
月
２
日

　

〜
昭
和
21
年
２
月
１
日
生
ま
れ

　

の
国
民
健
康
保
険
の
方
、
昭
和

　

16
年
２
月
１
日
〜
２
月
28
日
生

　

ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
宮
崎
県
総
合
運
動

　

公
園

■
参
加
資
格
＝

①
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
13

　

歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
た
方
。
療
育
手
帳
、
ま
た
は

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

　

交
付
を
受
け
た
者
、
あ
る
い
は

　

そ
の
取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障

　

が
い
の
あ
る
方

③
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方

■
競
技
種
目
＝

○
身
体
障
が
い
者
の
部
…
陸
上
競

　

技
、
水
泳
、
卓
球
、
ア
ー
チ
ェ

　

リ
ー
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

　

ボ
ッ
チ
ャ

○
知
的
障
が
い
者
の
部
…
陸
上
競

　

技
、
水
泳
、
卓
球
、
フ
ラ
イ
ン

　

グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

○
精
神
障
が
い
者
の
部
…
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
、ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

※
身
体
障
が
い
者
の
部
で
は
、
出

　

場
で
き
る
種
目
が
障
害
区
分
に

　

よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
内
部
障
が
い
（
ぼ
う
こ
う
、
ま

　

た
は
直
腸
機
能
障
が
い
）
の
方

　

は
、
陸
上
競
技
、
ア
ー
チ
ェ

　

リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　

に
参
加
で
き
ま
す
。

■
募
集
締
切
＝
１
月
19
日（
火
曜
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

福
祉
事
務
所 

障
害
福
祉
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
６

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
体
験
を
通
し
て

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、

７
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
な
ど

■
派
遣
先
＝
英
国
・
豪
州
ほ
か

■
日
程
＝
３
月
26
日
（
土
曜
）
〜

　

４
月
５
日
（
火
曜
）

　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
対
象
＝
小
３
〜
高
３
ま
で

　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
参
加
費
＝
39
・

８
〜
49
・

８
万
円

■
締
切
＝
２
月
１
日
（
月
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
）
国
際

　

青
少
年
研
修
協
会

　

℡
０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
１

消
費
生
活
無
料
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
１
月
５
日
（
火
曜
）
13

　

時
〜
16
時

※
次
回
は
２
月
２
日
（
火
曜
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

行
政
相
談

■
日
時
＝
１
月
14
日
（
木
曜
）
10

　

時
〜
12
時

※
次
回
は
２
月
18
日
（
木
曜
）

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
１
月
19
日
（
火
曜
）
10

　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
１
月
19
日
（
火
曜
）
13

　

時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
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＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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●
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く 

ら 

し 

●
●
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相
談

そ
の
他

休日在宅医

日月 曜 病院名 電話番号主な診療科目
休日在宅医は変更になることがあります。事前に電話でご確認ください。

日24

西都児玉眼科 眼科 43-3456

11

7 日

水田内科医院 内科 43-1115

14

黒木胃腸科医院

外科・内科 42-3711鶴田病院

小児科 43-5884

月

31

とめもり小児科

内科・胃腸科 43-1304

木11

こうの整形外科 整形外科 43-2200

2

日

日
上山医院 整形外科 43-1129

日17

1
児玉内科クリニック 内科 43-1777

日 いわみ小児科医院 小児科 42-1500

1 金

3
10

眼科 42-0039のぐち眼科クリニック
土2
日

宇和田胃腸内科 胃腸科・内科 42-0111

 今月の納期
  　■納付期限＝２月１日（月曜）
○市・県民税（４期）　○国民健康保険税（７期）
○介護保険料（７期）　○後期高齢者医療保険料（７期）

 問い合わせ：税務課　☎43-1061

※口座振替・コンビニ払いも利用できます。
　納期内の納入をお願いします。

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣



　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
＆
ス
ポ
ー
ツ

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、
年
末
＆

年
始
を
感
じ
る
催
し
が
一
気
に
始

ま
り
ま
す
。

　

学
校
や
地
域
づ
く
り
協
議
会
、

地
区
公
民
館
の
講
座
な
ど
で
行
わ

れ
る
『
ク
リ
ス
マ
ス
会
』
や
『
餅

つ
き
』『
凧
づ
く
り
』
な
ど
。

　

12
月
上
旬
も
さ
い
と
匠
の
会
の

『
し
め
縄
・
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
教

室
』、
市
児
童
館
の
『
ミ
ニ
ミ
ニ

門
松
づ
く
り
』
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
も
こ
う
い
う
行
事
を
取
材
に

行
く
こ
と
で
、
一
足
先
に
季
節
を

感
じ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）
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昨
年
11
月
29
日
に
、
姉
妹
都
市

の
長
崎
県
西
海
市
に
お
い
て
、『
第

6
回
大
鍋
ま
つ
り
』が
開
催
さ
れ
、

私
も
３
年
ぶ
り
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
九
州
各
地
の
有

名
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理

長
８
人
が
腕
を
ふ
る
っ
た
美
味
し

い
大
鍋
を
メ
イ
ン
に
、
全
５
種
類

の
鍋
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
考
案
し
た

鍋
『
西
都
発
ホ
ワ
イ
ト
ス
ー
プ
』

が
参
加
。
本
市
の
新
鮮
野
菜
と
カ

ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
牛
乳
が
コ

ラ
ボ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
鍋
で
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
冬
の
味
覚
の
定

番
と
な
っ
て
い
る
猪
肉
を
、
大
根

や
ご
ぼ
う
、
う
ど
ん
と
一
緒
に
柔

ら
か
く
煮
込
ん
だ
『
ジ
ビ
エ
う
ど

ん
す
き
』
も
振
る
舞
わ
れ
、
ど
ち

ら
の
料
理
も
大
好
評
で
早
く
に
売

り
切
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
商
工
会
議
所
青
年

部
に
よ
る『
ゆ
ず
ビ
ー
ル
』と『
牛

肉
タ
ル
ト
』、
鮎
の
吉
野
さ
ん
に

よ
る
『
鮎
の
塩
焼
き
』
な
ど
が
出

店
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
盛

況
の
う
ち
に
完
売
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
と
は
言
い
難
い
空

模
様
で
し
た
が
、
会
場
に
は
約

３
万
人
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
鍋

料
理
を
求
め
て
あ
ち
こ
ち
で
長
蛇

の
列
が
で
き
る
な
ど
、
大
変
な
に

ぎ
わ
い
で
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
上
に
お
い
て
、

本
市
の
観
光
名
所
や
農
畜
産
物
、

振
る
舞
わ
れ
た
鍋
料
理
の
紹
介
な

ど
、
本
市
の
魅
力
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
10
月
に
姉
妹
都
市
を

締
結
し
て
以
来
、
西
海
市
の
『
大

鍋
ま
つ
り
』、
本
市
の
『
ふ
る
さ

と
産
業
ま
つ
り
』
の
相
互
交
流
が

定
着
し
、
市
役
所
職
員
間
の
人
事

交
流
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
や
研

修
を
通
じ
た
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交

流
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
姉
妹
都
市

と
し
て
親
密
度
が
増
し
て
い
ま

す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
西
海
市
と

の
相
互
発
展
を
目
指
し
、
今
後
と

も
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
産
業
、文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
を
通
し
て

親
交
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

COOKING
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橋
田
和
実

ちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

BOOKS

ラクしながら、おいし
く食べて健康に！
健康を第一に考えた簡
単でおいしい家庭料理
を提案し、幅広い支持
を受ける人気料理家が
心も体も喜ぶ欲張りな
鍋レシピをお届けしま
す。忙しい時、寒さに
負けそうな時、いつだっ
て鍋料理は心強い味方
です。

『シニアのための健康ひとり鍋』
　 　浜内　千波／著　　KADOKAWA

オススメの本

西
海
市
『
大
鍋
ま
つ
り
』　

　
　
　
　
　
　
に
参
加
し
て

親子で楽しめるお話集。
読み聞かせや読書は少
しずつでも毎日続ける
ことが大切です。いつ
でもどこにでも持ち運
べる小型の本書を利用
して、読み聞かせを生
活に取り入れて習慣化
しましょう。読み聞か
せは子どもの豊かな心
と読書力を育みます！

『0〜6歳よみきかせ 考える力を育てるお話９0』
田島　信元／監修　　東京書店

〜市立図書館の新刊より〜人の動き ( 平成 27 年 12 月１日現在 )
■人　口　30,501 ( −    5)　■男　   14,355 ( + 14)
■世帯数　12,153 ( +    9)   ■女　　16,146 ( − 19)
■転入  65  　■転出   63    ■出生  24  ■死亡   31
■高齢化率 (65 歳以上 )　33.20％

11月号プレゼント「調殿木工房さんの『パッチワーク用
の額』」の当選者です。おめでとうございます。

　　
　　結　城　千代子　さま　（ 三　宅 ）

　　　　　　　　

PRESENTこのはな館『旬菜家』の
　季節料理「西都の春の恵み」
このはな館内レストラ
ン『旬菜家』より、季
節料理『西都の春の恵
み』を３人にプレゼン
トします。
※写真は去年のものです。

プレゼント応募方法
　はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と広報紙
に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記までご応
募ください。締切は1月31日(当日消印有効)です。
※賞品をこのはな館まで取りに来られる方に限ります。
※当選者には後日連絡します。　【宛て先】〒 881-8501
　西都市総務課「プレゼントもらっちゃおう1月号」係。
　または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。

（提供：西都市観光協会）

児童館で作成された『ミニミニ門松』

●作り方
①ひじきを水で戻した後、水気を
　きっておく。
②蒸し大豆を荒く刻む。
③キュウリは輪切りにする。
④全ての材料と調味料を混ぜ合わ
　せたら出来上がり。

ｒｅｃｉｐｅ
●材料 （4 人分）
　蒸し大豆　　・・・・50 ｇ
　蒸しひよこ豆・・・・40 ｇ　
　干ひじき（乾）    ・・・ 5 ｇ
　スイートコーン・・・80 ｇ
　キュウリ　　・・・・120 ｇ
　ツナ缶（40 ｇ）・・・1 缶　

ツナと豆のサラダ

学校給食から
　　　　人気のレシピ

栄養たっぷりのサラダ
　大豆は畑の肉と言われるほど、タ
ンパク質を多く含んだ食材です。ま
た、ひじきは普段の生活で不足しが
ちな鉄分を多く摂取できる食材です。
　ツナや野菜と一緒にあえて、子供
たちの大好きな味付けにしてありま
す。地元のおいしい野菜もたっぷり
使って、ご家庭でも試してみてはい
かがですか？

【調味料】
薄口しょうゆ　・・・少量
マヨネーズ　　・・・40 ｇ
塩　　　　　　・・・少量
黒こしょう　　・・・適量



滝一郎の
ちょっとちょっと

第 41回
ヨメナ

ナ
ク
サ
（
七
草
）
に
つ
い
て

は
、
み
ち
く
さ
の
第
９
回
で

書
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
平
成

25
年
３
月
号
で
書
い
た
も
の
だ
か

ら
、
大
方
は
お
忘
れ
か
も
し
れ
な

い
の
で
そ
の
要
点
を
抜
粋
す
る
。

（
以
下
引
用
）

　

四
辻
の
左
大
臣
と
い
う
人
が
詠

ん
だ
歌
が
あ
る

　

せ
り
な
ず
な　

ご
ぎ
ょ
う
は
く

　

べ
ら　

ほ
と
け
の
ざ　

す
ず
な

　

す
ず
し
ろ　

こ
れ
や
な
な
く
さ

　

こ
こ
に
出
て
く
る
植
物
を
現
代

風
に
書
く
と
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ハ

ハ
コ
グ
サ
・
ハ
コ
ベ
・
タ
ビ
ラ
コ
・

ノ
ビ
ル
・
ヨ
メ
ナ
と
な
る
。
こ
の

七
草
を
炊
き
込
ん
だ
雑
炊
を
旧
暦

の
１
月
７
日
に
食
し
、
そ
の
年
の

無
病
息
災
を
祈
っ
て
き
た
。

　

先
ご
ろ
、
県
内
を
走
り
回
っ
て

集
め
た
我
が
家
の
山
菜
園
の
植
物

が
茂
っ
て
見
通
し
が
悪
く
な
り
、

車
の
運
転
の
邪
魔
に
な
っ
た
の

で
、
庭
木
の
剪せ
ん
て
い定
と
山
菜
の
除
草

を
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
た
ら
そ
の
ス
ッ
キ

リ
し
た
庭
に
、
ヨ
メ
ナ
・
ノ
ビ
ル
・

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
・
ク
サ
ソ
テ
ツ
な

ど
の
強
い
野
草
が
芽
を
出
し
た
。

　

ヨ
メ
ナ
は
、
緑
黄
色
野
菜
と
同

じ
く
ら
い
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
含
ん

で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
芽
を

ゆ
で
て
浸
し
物
、
あ
え
物
、
テ
ン

プ
ラ
な
ど
に
し
て
食
べ
る
と
骨
と

歯
が
丈
夫
に
な
り
、
子
ど
も
が
元

気
に
育
つ
。

　

医
学
的
に
見
て
も
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

が
不
足
す
る
と
子
ど
も
が
発
育
不

良
に
な
り
、
こ
と
に
骨
と
歯
が
駄

目
に
な
る
と
い
う
。
元
気
も
な
く

な
る
。

　

あ
な
た
の
周
り
に
こ
ん
な
子
ど

も
が
い
た
ら
、
そ
こ
か
ら
連
れ
出

し
て
太
陽
の
サ
ン
サ
ン
と
照
り
つ

け
る
野
原
に
連
れ
て
行
こ
う
。
そ

こ
で
一
緒
に
ヨ
メ
ナ
摘
み
を
し
よ

う
。

　

秋
の
ひ
ざ
し
を　

あ
び
て
と
ぶ

　

ト
ン
ボ
を
軽
く　

休
ま
せ
て

　

し
ず
か
に
咲
い
た　

野
辺
の
花

　

や
さ
し
い
野
菊

　

う
す
む
ら
さ
き
よ

　

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
多
く
含

ん
だ
ヨ
メ
ナ
は
、
食
べ
る
と
目
の

働
き
が
良
く
な
り
、
夜
盲
症
に
効

く
と
い
う
の
で
、早
速
芽
を
摘
み
、

塩
で
揉
ん
で
刻
み
、
み
じ
ん
切
り

に
し
『
よ
め
な
飯
』
を
作
っ
て
い

た
だ
い
た
。

　

テ
レ
ビ
が
ハ
ッ
キ
リ
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
す
る
。

　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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